
（参考）SDGｓと現行のまちづくり戦略プランの関係

持続可能な開発目標（SDGｓ）
持続可能な開発目標（SDGｓ：Sustainable Development Goals）とは、

2001年に策定されたミレニアム開発目標の後継として、2015年の国
連サミットで採択されました。2030年までに、持続可能でよりよい
世界を目指す国際目標です。17のゴール、169のターゲットから構成
され、地球上の「誰一人取り残さない」ことを誓っています。

現行のまちづくり戦略プランの内容

戦略d 国際観光都市の推進
・都市基盤整備の推進
・ユニバーサルデザインまちづくりの推進
・新宿の顔づくりの推進

戦略e 愛着と誇りをもてるまちの発展
・地域特性を活かしたまちづくりの推進
・人に配慮した「場」づくりの推進
・歴史、文化、芸術など多様な魅力による
賑わいづくり

戦略f 持続的に発展する都市の推進
・地球温暖化対策の推進
・豊かなみどりの創造と魅力ある公園等の整備の推進
・交通環境の整備の推進

戦略a 建物の安全安心の強化
・建物等の耐震化・落下物対策の強化
・マンション対策の推進
・空き家等対策の推進

戦略b 地域の防災性の強化
・木造住宅密集地域の解消
・繁華街防災の強化
・豪雨対策の推進

戦略C 防災体制の強化
・情報収集・伝達体制の強化
・避難体制の強化
・地域防災体制の強化

重点課題１ 「新宿の高度防災都市化と安全安心の強化」

重点課題２ 「賑わい都市・新宿の創造」
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（例）
３ すべての人に健康と福祉を
あらゆる年齢のすべての人々の健康的な生活を
確保し、福祉を促進する

６ 安全な水とトイレを世界中に
すべての人々の水と衛生の利用可能性と持続可能な管理を確保する

７ エネルギーをみんなにそしてクリーンに
すべての人々の、安価かつ信頼できる持続可能な近代的なエネルギーへ
のアクセスを確保する

８ 働きがいも経済成長も
包摂的かつ持続可能な経済成長及びすべての人々の完全かつ生産的な雇
用と働きがいのある人間らしい雇用を促進する

９ 産業と技術革新の基盤をつくろう
強靭なインフラ構築、包摂的かつ持続可能な産業の促進及びイノベー
ションの推進を図る

11 住み続けられるまちづくりを
包摂的で安全かつ強靭で持続可能な都市及び人間居住を実現する

13 気候変動に具体的な対策を
気候変動及びその影響を軽減するための緊急対策を講じる

15 陸の豊かさも守ろう
陸域生態系の保護、回復、持続可能な利用の推進、持続可能な森林の経
営、砂漠化への対処、ならびに土地の劣化の阻止・回復及び生物多様性の
損失を阻止する。

17 パートナーシップで目標を達成しよう
持続可能な開発のための実施手段を強化し、グローバル・パートナー
シップを活性化する
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